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ま
す
（
２
０
２
０
年
４
月
以

降
に
支
払
わ
れ
る
給
料
債
権

の
消
滅
時
効
期
間
は
２
年
か

ら
３
年
に
延
長
さ
れ
ま
し

た
）。

　

従
業
員
か
ら
賃
金
や
残
業

代
の
未
払
い
を
指
摘
さ
れ
た

場
合
、
使
用
者
と
し
て
労
働

Ｑ　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
賃
金
や

残
業
代
の
未
払
い
が
あ
る
の

で
払
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
。

　

歯
科
医
も
従
業
員
を
雇
う

限
り
は
使
用
者
で
す
か
ら
、

労
働
法
規
は
守
ら
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
使
用
者
は
、
労

働
時
間
を
適
正
に
管
理
す
る

た
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

つ
い
て
、
労
働
日
ご
と
の
始

業
・
終
業
時
刻
を
確
認
、
記

録
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
医
院
で
も
タ
イ
ム
カ
ー

ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
従
業
員
の
出
退
勤
を
管

理
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
労
働
時

間
の
記
録
書
類
は
３
年
間
の

保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

時
間
の
記
録
書
類
や
賃
金
台

帳
と
照
合
し
て
未
払
い
の
有

無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
出
退
勤
の
管

理
を
従
業
員
の
自
己
申
告
で

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
使
用

者
は
労
働
時
間
の
把
握
が
適

正
か
ど
う
か
実
態
調
査
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
未
払
い

が
あ
る
な
ら
速
や
か
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

放
置
す
る
と
、
最
悪
の
場
合

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
全
従

業
員
に
対
し
て
未
払
い
賃
金

を
調
査
し
て
支
払
う
よ
う
是

正
指
導
を
受
け
た
り
、
従
業

員
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

逆
に
使
用
者
か
ら
み
て
、

従
業
員
の
請
求
内
容
に
疑
問

が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
未
払
い
賃
金
の
問
題

は
、
判
例
の
蓄
積
も
多
く
、

厚
生
労
働
省
か
ら
重
要
な
通

達
が
出
さ
れ
て
い
る
分
野
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

（
弁
護
士　

楠
晋
一
）
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保
険
で
良
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う
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「
窓
口
負
担
増
恐
ろ
し
い
」「
医
療・介
護
の
充
実
を
」

ク
イ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
反
響

小
児
歯
科
で
仲
野
氏（
大
阪
大
学

教　
　
授
）が
講
演

女
性
歯
科
医
師
の
会

衛
生
士
向
け
講
習
会
開
く

福
岡
歯
科
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
交
流

　

75
歳
以
上
の
医
療
費
２
割

負
担
化
や
病
床
削
減
な
ど
自

公
政
権
・
維
新
が
進
め
る
医

療
改
悪
の
実
態
を
広
め
よ
う

と
、
協
会
・
保
団
連
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
ク
イ
ズ
で
考

え
る
私
た
ち
の
医
療
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
好
評
だ
。
応
募

ハ
ガ
キ
は
１
カ
月
で
７
０
０

通
を
超
え
、
意
見
欄
は
国
へ

の
怒
り
や
要
望
で
埋
め
ら
れ

て
い
る
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
９
月

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
会
員

を
通
じ
て
患
者
に
配
布
し
て

い
る
。
ク
イ
ズ
は
、
政
府
が

進
め
る
公
立
・
公
的
病
院
の

再
編
・
統
合
、
消
費
税
財
源

を
使
っ
た
病
床
削
減
、
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
の
２
倍
化

な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
い

る
。

　

意
見
欄
を
み
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
の
苦
境
の
な
か
で
病
床

削
減
や
負
担
増
な
ど
、
国
民

を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
政
策

に
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
夫
が
手
術
と
入
院
を
繰

り
返
し
て
い
る
と
い
う
68
歳

の
女
性
は
、「
今
年
に
入
っ
て

怒
り
が
噴
出
。「
現
政
権
に

は
微
塵
も
期
待
し
て
い
な

い
。
政
権
交
代
し
か
道
は
な

し
！
」（
50
歳
・
男
性
）
、

「
大
企
業
か
ら
増
税
し
、
そ

の
分
を
医
療
・
介
護
に
回
し

て
生
き
や
す
い
社
会
を
」

（
76
歳
・
男
性
）
な
ど
の
声

が
相
次
い
だ
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
11
月

末
応
募
締
め
切
り
。
協
会
は

患
者
負
担
増
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
た
め
、
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
の
普
及
を
進
め
て
い
る
。

　協会は医療の充実を求めて大阪市内で
街頭宣伝した。９日は難波・千日前通り
で「保険で良い歯科」署名への協力を呼
びかけた（写真上）。16日は医科協会と合
同で「選挙へ行こう」と訴えた（写真下）。
小澤理事長はじめ役員らが参加した。

　

臨
床
学
術
部
は
10
日
、
ス

タ
ッ
フ
向
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

「
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
小
児
歯
科

の
基
本
と
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
」
を
開
い
た
。
仲
野
和
彦

氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
科
小
児
歯
科
学
教
室
教

授
）
を
講
師
に
46
人
が
参
加

し
た
。

　

仲
野
氏
は
、「
小
児
歯
科

領
域
は
、
治
療
や
教
育
を
通

じ
て
成
人
期
に
至
る
ま
で
に

う
蝕
や
歯
周
病
の
発
生
を
抑

制
す
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
重
要
で
あ
る
」
と
説
明

し
、「
小
児
の
歯
周
疾
患
の

ほ
と
ん
ど
は
歯
肉
炎
で
あ

り
、
乳
歯
の
歯
周
炎
は
全
身

的
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
。
低
ホ
ス
フ
ァ

タ
ー
ゼ
症
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
）
を
解

説
し
、
歯
科
が
早
期
発
見
に

寄
与
し
た
事
例
を
紹
介
し

た
。

　

ま
た
幼
児
期
の
歯
列
咬
合

の
治
療
、
外
傷
に
お
け
る
分

類
や
初
診
時
の
注
意
点
、
よ

く
遭
遇
す
る
症
例
な
ど
を
紹

介
。
年
齢
別
定
期
健
診
の
ポ

イ
ン
ト
や
大
阪
大
学
が
開
設

し
た
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

観
劇
な
ど
の
文
化
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

　

福
岡
歯
科
は
毎
月
の
茶
話

会
（
世
話
人
会
）
が
好
評
を

得
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
多

彩
な
講
習
会
や
保
険
請
求
の

勉
強
会
も
喜
ば
れ
て
お
り
、

魅
力
を
実
感
す
る
中
で
周
囲

へ
の
声
か
け
が
自
然
と
生
ま

れ
て
い
る
と
話
し
た
。

　

感
想
交
流
で
は
組
織
に
お

け
る
女
性
の
立
ち
位
置
や
展

望
に
も
触
れ
、
今
後
の
励
み

と
な
る
交
流
会
と
な
っ
た
。

　

女
性
歯
科
医
師
の
会
は
９

月
25
日
、
福
岡
歯
科
と
の
交

流
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

に
つ
い
て
交
流
し
、
今
後
の

取
り
組
み
に
い
か
そ
う
と
い

う
も
の
。
両
協
会
あ
わ
せ
て

７
人
が
参
加
し
た
。

　

大
阪
歯
科
は
昨
年
以
降
を

振
り
返
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
に

み
る
成
長
期
の
健
康
問
題

や
、
マ
ス
ク
生
活
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
、
余
技
展
や

【前回理事会以降の活動】
・ 新型コロナの感染症対策支援金（25万円）交付が大幅に遅延、未受理が発
生している問題について、協会・保団連の働きかけにより未受理の場合は
再申請が可能となった。

・ 総選挙対策としてパンフレットの発行、政党アンケート結果を機関紙に掲
載。

・ 歯科診療報酬改善では、「金パラ『逆ザヤ』の抜本的な解消を求める要請
署名」の取り組みを８月から開始。９月30日現在、全ての地区で協力率が
10％を超えた。

・ 社保研究部長名でコロナ特例の廃止・縮小に対し、内閣総理大臣、厚生労
働大臣、財務大臣に抗議声明を送付した（９月30日）。
【重点検討課題】
・ 引き続き総選挙で会員に賢明な判断を求めるための宣伝や金パラ逆ザヤ解
消会員署名などの取り組みの強化、保険でより良い歯科医療を求める署名
推進のためのポスター作成、診療報酬10％引き上げを求める会員署名を新
たに取り組むことを決めた。

30
万
円
く
ら
い
の
病
院
代
を

使
い
、
生
活
が
苦
し
い
。
お

金
が
無
か
っ
た
ら
病
気
に
も

な
れ
ま
せ
ん
」。
70
歳
の
女

性
は
「
年
金
暮
ら
し
で
医
療

費
が
増
え
る
の
は
恐
ろ
し
い

限
り
。
今
以
上
に
悪
く
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

強
行
的
な
医
療
改
悪
に
は

　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
診

療
報
酬
の
特
例
加
算
を
９
月
末
で
廃
止
し

た
。
代
わ
り
に
実
費
分
を
補
助
す
る
と
い

う
が
、
わ
ず
か
な
額
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続

く
な
か
、
医
療
提
供
体
制
を
強
化
す
る
重

層
的
な
支
援
に
舵
を
き
る
べ
き
だ
。

　

第
５
波
は
収
束
傾
向
に
あ
る
が
、
医
療

機
関
は
引
き
続
き
徹
底
し
た
感
染
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
感
染
対
策
費
が
医

院
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
日
本
歯
科
医

師
会
の
調
査
で
は
、
院
内
感
染
対
策
で
衛

生
用
品
費
が
対
前
年
比
35
％
増
と
な
っ
て

お
り
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
の
支
援
継
続

の
必
要
性
を
示
す
。
不
十
分
な
が
ら
も
感

染
対
策
費
を
補
っ
て
い
た
特
例
加
算
廃
止

の
政
府
決
定
は
許
さ
れ
な
い
。
11
月
か
ら

申
請
が
始
ま
る
実
費
分
の
補
助
は
歯
科
診

療
所
の
場
合
３
カ
月
で
８
万
円
が
上
限
で

あ
り
、と
て
も
感
染
対
策
費
を
補
え
な
い
。

　

こ
の
間
の
１
０
０
万
円
と
25
万
円
の
医

療
機
関
支
援
は
、
審
査
が
大
幅
に
遅
れ
、

厚
労
省
内
で
は
複
数
の
医
療
機
関
の
申
請

書
が
「
行
方
不
明
」
に
な
る
事
案
ま
で
起

き
た
。
交
付
が
進
ま
ず
、
支
援
の
役
割
を

十
分
に
果
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

加
え
て
、
複
雑
な
申
請
方
式
は
多
忙
な

医
療
機
関
に
煩
雑
な
実
務
的
負
担
を
強
い

て
い
る
。
支
援
策
は
簡
素
な
方
法
と
し
、

診
療
報
酬
で
の
一
律
・
迅
速
な
形
が
望
ま

れ
る
。
感
染
防
止
に
は
多
大
な
時
間
と
労

力
を
要
す
る
。人
件
費
も
含
め
、医
療
機
関

の
取
り
組
み
を
正
当
に
評
価
す
べ
き
だ
。

　

感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
い
ま
、
医

療
機
関
へ
の
財
政
措
置
を
抜
本
的
に
拡
充

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
協
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
減
収
補
て
ん
に
つ
い
て
、
自

民
「
対
応
を
検
討
」、
公
明
「
反
対
」、
維

新
「
コ
ロ
ナ
患
者
に
限
る
」
な
ど
消
極
的

な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
立
憲
、
共
産
、

社
民
、
れ
い
わ
の
４
野
党
は
「
賛
成
」
と

し
、「
減
収
分
と
負
担
増
分
の
全
額
」
を

補
て
ん
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を

維
持
・
強
化
す
る
に
は
、
国
・
自
治
体
の

財
政
措
置
が
不
可
欠
だ
。
衆
院
選
で
は
医

療
費
削
減
を
進
め
て
き
た
自
公
政
権
へ
の

審
判
を
下
し
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

政
治
に
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

春夏秋冬

衆
院
選

医
療
費
削
減
に
審
判
を


